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The purpose of this paper is to investigate the difference of the shape and taste of sweet potatos 
grown in different soils. Soil moisture affects the shape and taste. Therefore， the variation of soil 
moisture was observed. 
Four soils， Masa soil， Onjaku soil， Marine sand and the bark of japanese cedar were used. 
Soil moisture decreased faster・inMasa soil， Onjaku soil than in Marine sand and bark. The 
growth of sweet potato in sand and bark was not as good as that in Masa and Onjaku soils and the 
evapotranspiration rate of sand and bark was smaller. 
The Brix value of sweet potato in sand and Masa soil outside a greenhouse， and Onjaku soil in 
a greenhouse was higher than in other soils. 
As compared with the traditional growing period of sweet potatos in this area， the period of this 
study is too short， so it seems that shape and taste was not so good for this reason. 
For the purpose of studying the best height of a ridge， the movement of soil in the ridges of 
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ノ、 ウ ス 箆 地
砂 オンジャク マサこと パーク 砂 オンジャク マサ土 ノてー ク
(薬)総生体重量 (kg) 0.9 3.1 3.4 1.8 1.7 4.0 5.6 1.8 
総乾燥重量 (kg) 0.3 0.7 。.6 0.4 0.3 0.5 0.7 0.3 
(塊根) 総重盆 (kg) 1.4 2.1 1.8 1.9 2.4 3.7 4.0 2.4 
長さの平均 (cm) 10.3 10.8 11.8 14.8 14.4 13.2 14.3 12.8 
直径の王子均 (cm) 3.1 2.8 3.1 2.3 2.6 3.3 3.2 2.5 
調理後の糖度(%) 4.6 6.0 4.6 5.6 6.1 5.2 6.6 4.8 








































































































2 6 3 4 5 
経過日数
一→トーマサ土
一一骨ーオンジャク
一合ー砂
一一骨ーマサ土 (70cffi) 
図-6 数値計算による pF値の変化
のの，大きな差はみられなかった。実際において
もこのように pF値の差が小さいのか，現在畝の
高さを変えて実験を行っているところである。
砂の場合は最も早く乾燥した。これは蒸発散最
をすべての土壌で開じにしたためである。
土壌水分動態シミュレーションの場合は，土壌
条件，畝の高さ，根の分布および降雨条件などを
変えて計算することは容易であるが，栽培実験の
場合は数多くの場合を対象とすることは国難であ
る。本研究では栽培実験によって土壌水分動態の
数理モデルの構築と検証を行い，その後に最適な
栽培条件を数理モデルによって明らかにしていく
予定である。
5 .あとがき
今回の栽培実験では，味と形が長いサツマイモ
を栽培するという目的は達成できなかったが，次
のような基礎的な結果が得られた。
1.ハウス内において保水性が非常に小さい砂，
ノてークでも枯れることなく成長した。
2.マサ土とオンジャクを比較すると，わずか
であるが水分変化や収量に差が見られた。
3.ふるいにかけたマサ土やオンジャクは，マ
ルチをしたままであれば収穫時まで土壌が堅くな
ることはなカミった。
これらのことを総括すると，本研究で使用した
実験方法は土壌によるサツマイモの比較実験を行
うに適していると考えられる。今後はさらに，ふ
るいのメッシュのサイズの検討，根の分布測定な
どを行う予定である。
